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１章 事業の目的

善福寺川は、杉並区のほぼ中央を北西から南東に流れる延長10.5kmの一級河川であ

る。源を善福寺池に発し、中野区との区境で神田川に合流する、杉並の代表的な河川

である。

善福寺川周辺では、昭和20年ごろから市街化が進んで浸水被害が川沿いで多発した

ことから、河川改修が進み、コンクリート護岸が多く見られるようになった。また、

合流式下水道のため、降雨時には汚水の一部が河川へ越流し、雨水時の水質悪化の一

因となっている。これらの影響により、かつて川沿いに見られた水田や湿地などの水

辺環境やそこに見られた多様な動植物は、その多くが姿を消した。このように現在の

善福寺川を取り巻く水辺環境は、必ずしも豊かで魅力あるものとはいえない。

本事業は、善福寺川において、水鳥に着目し、区民とともに多様な動植物が生息・

生育・繁殖できる潤いと安らぎのある水辺環境を再生・創出することを目的として取

り組むものである。

大きく蛇行した善福寺川の流路
杉並区みどりの実態調査（平成 20年）より
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２章 基本方針の位置づけ

「善福寺川『水鳥の棲む水辺』創出事業基本方針」は、「杉並区まちづくり基本方

針」の個別計画とし、「杉並区環境基本計画」「杉並区みどりの基本計画」「（仮称）杉

並区景観計画」との整合を図りながら定める。

また、東京都の「神田川再生構想」及び今後策定される「（仮称）荒川水系神田川流

域河川整備計画」「神田川河畔まちづくりの考え方」との整合を図る。

善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業

基本方針

東京都神田川再生

構想H16.12月

○ 事業の目的

○ 基本方針の位置づけ
○ 本事業への提言書

○ 基本方針策定に向けての課題

○ 基本方針

○ 事業推進の仕組みづくり

杉並区まちづくり基本方針

（杉並区都市計画マスタープラン）

H14.6月

すぎなみ五つ

星プラン（杉

並区基本計

画・実施計画）

H17.3月

杉並区

実施計画

H20.3月

図－１ 善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業基本方針の位置づけ

杉並区 21世紀ビジョン（杉並区基本構想）
H12.9月

杉並区

環境基本計画

H15.３月

（仮称）

杉並区景観

計画 H21

整合

整合整合整合

杉並区みどり

の基本計画

H17.4月

(仮称)荒川水系神田
川流域河川整備計画

・神田川河畔まちづ

くりの考え方
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３章 本事業への提言書

1) 提言書策定の経緯

平成 20年度に「善福寺川『水鳥の棲む水辺』創出事業検討懇談会」を設置し、事業

を進めるうえでの基本的な取組みの視点について提言書を取りまとめた。検討懇談会

の委員名簿と検討内容を表－１、２に示した。

表－１ 検討懇談会委員名簿

氏名 所属等

会長 土屋 十圀 前橋工科大学社会環境工学科教授

副会長 飯村 晃 千葉県環境研究センター 水質地質部 水質環境研究室

委員 竹下 信雄 杉並野鳥研究会代表

須田 孫七 東京大学総合研究博物館協力研究員

橋本 健一 千葉県立衛生短期大学生物学研究室

佐々木 幹夫 西田小・杉二小講師

鈴木 富雄 杉並環境カウンセラー協議会理事長

山室 京子 環境カウンセラー みどりのボランティア杉並

六車 貴美子 環境カウンセラー すぎなみ環境カエルくらぶ

舛原 邦明 東京都建設局第三建設事務所工事第二課長

櫻井 國男 東京都建設局東部公園緑地事務所事業推進課長

事務局 杉並区都市整備部建設課

表－２ 検討懇談会の検討内容

回 年月日 内容

１ 平成 20年 9 月 19日
・事業の目的と概要の確認

・善福寺川の自然環境の現状把握

２ 10月 4日
・現地視察

・現地視察の感想

３ 10月 24日
・第１回及び第２回検討懇談会の内容確認

・事業の目標と基本方針の検討

４ 11月 21日
・第３回検討懇談会の内容確認

・事業への提言(素案)

５ 12月 19日
・第４回検討懇談会の内容確認

・事業への提言(案)
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2) 善福寺川の目標とする水辺環境

提言書では、本事業の目的である「潤いと安らぎのある水辺環境の再生・創出」を

受けて、善福寺川の目標とする水辺環境を４つの内容で示している。

善福寺川の目標とする水辺環境

・豊かな湧水に恵まれた美しい川の流れ

・多様な動植物が生息・生育する水辺

・区民が、身近に触れられ、潤いと安らぎを実感できる水辺

・川から公園・緑地、学校、社寺、団地などへ豊かな自然が広がる流域
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3) 事業の基本的取組みの視点

提言書は、事業の基本的な取組みの視点として次の8つを示している。

視点① 豊かできれいな流れをつくろう

善福寺川の安定した水量ときれいな水質を確保するため、地下水・湧水を保

全すると共に、合流式下水道の改善に取り組む。

視点② みどりを増やそう

動植物の生息・生育環境の創出と区民の良好な生活環境づくりに資するため、

善福寺川や周辺の公園・緑地、学校など公共施設と流域の団地や社寺など民

有地の緑の保全と緑化を進める。

視点③ 多様な生物が棲む水辺環境をつくろう

多様な動植物が生育・生息できる、川の瀬や淵、ヨシ原、池、水田などの多

様な水辺環境を善福寺川の河床や護岸、湧水地点、周辺の公園・緑地の池な

どを対象に保全・創出する。

視点④ 流域のネットワークをつくろう

生物の多様性を高め、川の自然環境向上につながる、善福寺川と周辺の公

園・緑地や学校ビオトープなどの相互のネットワーク形成を図る。

視点⑤ 事業を知らせてみんなの関心を高めよう

区民一人一人の関心を高め、参加意欲を引き出すため、区民参加の勉強会や

調査の実施、事業シンボルの活用など事業周知方法を充実するとともに、親

水空間の整備などを進める。

視点⑥ みんなで事業に取り組もう

善福寺川流域の広い範囲で事業を展開するため、小学生を始め、その保護者

や多くの区民が参加する活動の展開や、既設のボランティア、NPO団体等の
ネットワークづくりに取り組む。

視点⑦ できることから始めて続けよう

河川改修や下水道改善などの中長期的事業を都と連携して進めつつ、河川管

理の見直しや区民参加のソフト事業など短期に実施可能なことから取り組む。

視点⑧ 事業を見守り将来につなげよう

水鳥一斉調査などの定期的なモニタリングや、水辺環境に関する区民の満足

度の定期的調査を実施して結果を検証し、事業に反映するＰＤＣA サイクル
を意識した仕組みづくりを行う。
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４章 基本方針策定に向けての課題

善福寺川の自然環境の現況や懇談会からの提言、区民意見などから、善福寺川「水

鳥の棲む水辺」創出事業の基本方針策定に向けた課題を整理した。

善福寺川の水源は湧水や地下水の汲み上げ、千川上水からの導水で確保されて

いるが、湧水の減少や合流式下水道からの雨天時越流などにより、水質の悪化な

どが問題となっている。湧水や地下水の保全・回復を図ると共に、合流式下水道

の改善など水質改善に取り組む必要がある。

水鳥一斉調査の結果に示されるように、善福寺川周辺は杉並区で最も自然豊か

な地域の一つである。単純な護岸や河床構造、水辺植生の欠如などの改善と周辺

地域の水と緑のネットワーク形成により、より多様な動植物が生息・生育・繁殖

できる環境を創出することが重要である。

善福寺川について知らない区民が多い一方で、善福寺川の水辺再生・創出に携

わりたいと考えている区民もまた多いことが、シンポジウム開催を通し明らかと

なった。多くの区民が善福寺川に関心を持つよう普及啓発を進めるとともに、関

心ある区民を積極的に活動へ取り込むため、多様な区民ニーズに応えるプログラ

ムを構築する必要がある。

現在、善福寺川流域では、自然環境調査や自然回復の取組み、治水事業、周辺

の公園・緑地整備、河川や公園・緑地の管理など行政主導の事業の他、区民によ

る様々な活動が進められているが、それら相互の連携は十分図られていない。善

福寺川に関する情報を共有し、相互の連携を図ることで、事業効果を高める必要

がある。

豊かな湧水に恵まれた美しい流れを取り戻す

善福寺川周辺の動植物の生息・生育・繁殖環境の質を高める

善福寺川に関心のある区民を増やし、区民との協働で取り組む

善福寺川に関わる取組みについて相互の連携を強化する
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５章 基本方針

1) 基本方針の構成

基本方針は、事業の目的、懇談会の提言等を踏まえて事業コンセプトを設定し、「３

つの方針」と事業を進める際に配慮すべき「３つの指針」で構成する。

事業コンセプト

「区民が創る、カワセミの棲む自然豊かな水辺」

－区民と川とのつながりを深め、流域一帯に多様な自然環境を創出し、川文化を育てる－

事業の基本的取組みの視点

③ 区民の関心を高め、区民と行政との協働で取り組む ･･･視点⑤・⑥

① 流域を対象に、様々なつながりを意識して進める ･･･視点④

② できることから始めて続ける ･･･視点⑦

③ 振り返り見直しながら充実する ･･･視点⑧

基

本

方

針

② 多様な動植物が生息・生育・繁殖できる環境をつくる ･･･視点②・③

① 豊かで清らかな流れをつくる ･･･視点①

配

慮

指

針

図－２ 基本方針の構成

① 豊かできれいな流れをつくろう

② みどりを増やそう

③ 多様な生物が棲む水辺環境をつくろう

④ 流域のネットワークをつくろう

⑤事業を知らせてみんなの関心を高めよう

⑥ みんなで事業に取り組もう

⑦ できることから始めて続けよう

⑧ 事業を見守り将来につなげよう

事業の目的

－善福寺川において、水鳥に着目し、区民とともに多様な動植物が生息・生育・繁殖

できる潤いと安らぎのある水辺環境を再生・創出する－

善福寺川の目標とする水辺環境

・豊かな湧水に恵まれた美しい川の流れ

・多様な動植物が生息・生育する水辺

・区民が、身近に触れられ、潤いと安らぎを実感できる水辺

・川から公園・緑地、学校、社寺、団地などへ豊かな自然が広がる流域
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2) 基本方針

方針―１． 豊かで清らかな流れをつくる

※
シークエンスとは移動することで、変化する景色を意味します

1-1 水質の保全・改善

• 東京都と連携し、水質悪化の一因である合流式下水道の改善に取り組む。

• 東京都の清流復活事業と調整しながら、豊かな流れをつくり、水質の改善を
図る。

• 水域に生息・生育する動植物などによる川の自然浄化機能を高めるととも
に、川の浚渫・清掃などを区民の協力を得ながら推進する。

• 「遅乃井」や「御供米橋下流の湧水」などの歴史・文化的景観、公園・緑地
と一体となった緑豊かな景観、生き物とふれあえる水辺、住宅地や商店街と

調和した景観など、多様で魅力的な水辺景観を保全・育成する。

• 善福寺川の自然地形に沿って蛇行した流路は、魅力的な※シークエンス景観
の基盤として保全していく。

• 湧水地の保全、環境整備に取り組む。

• 区民に対し、地下水・湧水と善福寺川との関わりについて周知を図り、地下
水・湧水の保全活動への参加を促す。

• 雨水の地下浸透に寄与する緑地を保全するとともに、行政及び区民による雨
水浸透施設（雨水浸透ます、雨水浸透トレンチ、透水性舗装等）の設置を推

進する。

1-2 地下水・湧水の保全・回復

1-3 多様な水辺景観の創出・育成
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方針－２． 多様な動植物が生息・生育・繁殖できる環境をつくる

• 東京都と連携し、自然豊かな水辺環境に配慮した河川改修を進める。川の瀬、
淵、ヨシ原、池、水田などの多様な水辺環境を善福寺川の河床、湧水地点、

周辺の公園・緑地、学校ビオトープの池などを対象に創出する。

2-1 多様な水辺環境の保全・創出

• 流域の樹林や農地などを保全する。

• 善福寺池及び和田掘公園内の池に見られる湿生草地や湿生林などの水辺の
植物群落を保全する。

• 流域の公園・緑地の整備、学校ビオトープの充実、その他の公共施設の緑化
を進める。

• 流域の団地や社寺、住宅地などの民有地において既存の緑を保全するととも
に、緑化を推進する。

2-2 流域の緑の保全・創出

• かつて善福寺川で見られたムサシトミヨ、メダカ、ヘイケボタルなどが生息
できる環境を回復する。

• 魚が避難できる場所や遡上できる構造に配慮した「魚が棲める川づくり」を
進める。

• バードサンクチュアリの設置など野鳥の生息に配慮した流域の環境整備を
進める。

2-3 身近な生き物の生息環境の保全・創出
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方針－３． 区民の関心を高め、区民と行政との協働で取り組む

• 善福寺川や本事業について区民へ広く周知・普及啓発し、関心を高める。
周知・普及啓発のツールとしては、区報やホームページ、パンフレット等

様々な媒体の利用と充実を図る。

• 普及啓発活動では、カワセミやムサシトミヨなど区民が親しみやすい生き
物をシンボルに活用する。

• 手軽に善福寺川や本事業に関連する知識を得られる説明板や案内マップな
どを整える。

3-1 事業についての普及啓発の推進

• 地域活動や環境活動、生涯学習など多様な機会を利用して、区民の善福寺川
に関する活動を展開する。

• 善福寺川や自然環境の保全・再生・創出、情報の収集・発信などに関する地
域の人的資源を発掘し、取組みを牽引する人材を育成する。

• 善福寺川に関する活動を行う区民に対しては、活動に必要な拠点の整備や活
動場所の確保、関係機関との調整、技術情報の提供などの支援を行う。

3-2 区民参加による活動の推進

• 小学校と連携した総合学習や児童館による地域活動の充実、親子自然教室の
開催など、子供が善福寺川に親しめる機会を増やしていく。

• 子供が、善福寺川の自然について「見る・知る」から「探す・遊ぶ」、「調べ
る・考える」へ関心を高めていけるような体験プログラムをつくる。

3-3 将来を担う子供たちが参加できる取組みを推進
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3) 配慮指針

配慮指針－１．流域を対象に、様々なつながりを意識して進める

善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業を進めるにあたっては、善福寺川の流域

全体のつながりを意識し、川から周辺地域にわたる水と緑のネットワーク形成

を図る。また、善福寺川に関わる区民、事業者、専門家、行政等の関係主体間

のネットワークを形成し、協力して事業に取り組む。

• 善福寺川と周辺地域の公園・緑地を骨格として、学校ビオトープや公共施設、
住宅地の緑からなる水と緑のネットワークを形成する。

• 善福寺川周辺地域の雨水浸透を推進し、地下水の涵養や湧水の保全を図る。

• 善福寺川と周辺地域の緑を街路樹や生垣でつなぐとともに、緑量を増加し、
緑と一体となった水辺を創出するなど、水と緑の連続性を強化する。

• 善福寺川に関する事業や活動を実施しているボランティアや NPO団体など
と都区とのネットワークづくりに取り組む。

• 善福寺川に関わる多くの取組みにおいて、本事業の目的を共有し、相互の調
整を図り、事業の相乗効果を高める。

水と緑のネットワーク形成

善福寺川に関する活動団体と都区との連携強化
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図－３ 水と緑と人とのネットワーク形成

公共施設の緑化
（図書館・児童館・福祉センター、学校）

学校ビオトープの充実

善福寺川の保全活動の推進住宅地の緑化
公園緑地における

水田・湿地づくり

既存樹林の保全
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配慮指針－２． できることから始めて続ける

本事業では、中長期の視点を持ちつつ、すぐにできることから取り組むことと

する。例えば、区民の関心を高めるため、既存資源を活かした善福寺川に関わ

るイベントの開催を積極的に検討する。また、河川や公園・緑地、ビオトープ

等の管理のあり方を見直し、自然環境の質を高める。これらの取組みを進める

中で、自然環境の再生・創出技術や協働に関わるノウハウを蓄積していく。

• 善福寺川や自然をテーマに、観察会や勉強会、シンポジウムなど多様な内容
のイベントを開催する。

• 川の生き物調査など区民参加型の調査を展開し、生き物マップづくりなど、
多くの区民が興味を持って関われるようなプログラムを作成する。

• 河川や周辺の公園・緑地等について、自然豊かな草地や樹林を育成する視
点から、日常の管理内容を見直していく。

• 学校等のビオトープは、管理の仕組みづくりやビオトープ相互の連携強化
を図り、生き物の生息・生育・繁殖環境としての質を高める。

普及啓発イベントの開催

既存緑地の活用推進、管理内容の見直し
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図－４ 善福寺川に関連したイベントのイメージ

善福寺川散策会善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出

事業シンポジウム

川の生き物観察会小学校による川の生き物調査

善福寺川沿いの歴史探索会

善福寺川づくりワークショップ

水鳥観察会

自然遊びの会野外コンサート

隣接緑地での植樹祭 樹林管理イベント樹林観察会



善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業基本方針(案)
－５章 基本方針－

15

配慮指針－３． 振り返り見直しながら充実する

本事業では、様々な事業や取組みが善福寺川の生物相に与える影響をモニタリ

ングしながら、取組みの効果を検証し、事業を継続して進めていく。

また、事業を充実していくため、善福寺川に関する情報の集積と活用を進める。

• 善福寺川流域の生態系を明らかにするため、湧水量の変動や水質変化、周辺
の植生、生き物の生息状況などの調査を継続し、データを蓄積する。

• 善福寺川の自然や本事業に関連した、区民活動に関する情報の受信・発信を
活発化し、情報をそれぞれの取組みの内容や進め方などに活用する仕組みを

つくる。

情報の集積と活用

• 本事業は、定期的に「水辺の生き物生息調査」や「水辺環境に関する区民の
意識調査」を実施して取組みの効果を検証し、結果を事業へ反映する「PDCA
（計画→行動→評価→改善）サイクル」に基づいて見直しを重ね、内容を充

実させていく。

• 本事業が目指す、区民と行政との協働による「潤いと安らぎのある水辺環境
の再生・創出」への取組みは、善福寺川を基点に善福寺川流域、杉並区全域

へと広げていく。

取組みの効果検証と事業の充実・拡大
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図－６ 事業の成熟による事業区域の拡大

図－５ ＰＤＣＡサイクルによる事業の充実
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図－７ 本事業における各主体の役割分担

６章 事業推進の仕組みづくり

本事業の主役は、区民である。このため、区民、事業者、専門家、行政等の関係主

体の役割を明確化しつつ、協働で進めることが重要である。

協働にあたっては、本事業の目的、善福寺川の水辺環境の再生・創出目標を共有し、

取組みについての意見交換、調整を行う。将来的には、各種マネージメントができる

ような自立した協議会の設立を目指す。

・市



善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業基本方針(案）
－第 6章 事業推進の仕組みづくり－

18

◇ 資料編

資料１

＜善福寺川の概要＞

界橋～関根橋（A区間） 宮下橋～御供米橋下流（B区間）

図－８ 河川断面図

図－９ 善福寺川の流域
国土交通省 国土数値情報を利用し作成
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資料２

＜善福寺川で確認された植物＞

「杉並区自然環境調査(第 5次)」の植物調査結果(調査期間平成17年 4月～平成19

年 5 月)及び「杉並区 河川の生物 第 5次河川生物調査」の植物調査結果(調査期間

平成 16 年 8 月及び 1０月)における善福寺川及び周辺で確認された植物を表－３に示

した。

表－３ 確認された植物(1/5)

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

ｲﾜﾋﾊ゙科 ｶﾀﾋﾊ゙ ●
ｺﾝﾃﾘｸﾗﾏｺ゙ｹ ●

ﾄｸｻ科 ｽｷ゙ﾅ ● ●
ﾄｸｻ ● ●

ﾊﾅﾔｽﾘ科 ｵｵﾊﾅﾜﾗﾋ゙ ●
ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋ゙ ●
ﾋﾛﾊﾊﾅﾔｽﾘ ●

ﾌｻｼﾀ゙科 ｶﾆｸｻ ● ●
ﾐｽ゙ﾜﾗﾋ゙科 ﾀﾁｼﾉﾌ゙ ● ●

ﾎｳﾗｲｼﾀ゙属の一種（園芸種） ●
ｲﾉﾓﾄｿｳ科 ｵｵﾊ゙ﾉｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ●

ｲﾉﾓﾄｿｳ ● ● ●
ﾁｬｾﾝｼﾀ゙科 ｺﾊ゙ﾉﾋﾉｷｼﾀ゙ ●
ｵｼﾀ゙科 ｵﾆﾔﾌ゙ｿﾃﾂ ●

ﾔﾌ゙ｿﾃﾂ ● ● ●
ﾍ゙ﾆｼﾀ゙ ● ●
ｵｵｲﾀﾁｼﾀ゙ ●
ｱｽｶｲﾉﾃ゙ ●
ｱｲｱｽｶｲﾉﾃ゙ ●
ｼ゙ｭｳﾓﾝｼ゙ｼﾀ゙ ●

ﾋﾒｼﾀ゙科 ｹ゙ｼ゙ｹ゙ｼ゙ｼﾀ゙ ●
ﾋﾒﾜﾗﾋ゙ ● ●
ﾐﾄ゙ﾘﾋﾒﾜﾗﾋ゙ ●

ﾒｼﾀ゙科 ｲﾇﾜﾗﾋ゙ ● ● ● ● ●
ｼｹｼﾀ゙ ●

ｳﾗﾎ゙ｼ科 ﾉｷｼﾉﾌ゙ ● ●
ｲﾁｮｳ科 ｲﾁｮｳ ● ● ● ●
ﾏﾂ科 ﾋﾏﾗﾔｽｷ゙ ● ●

ｱｶﾏﾂ ● ●
ｸﾛﾏﾂ ● ●

ｽｷ゙科 ｽｷ゙ ●
ﾀﾁﾗｸｳｼｮｳ ●
ﾇﾏｽｷ゙ ●

ﾋﾉｷ科 ﾋﾉｷ ● ● ● ●
ｻﾜﾗ ● ● ● ●
ｺﾉﾃｶ゙ｼﾜ ● ●

ﾏｷ科 ｲﾇﾏｷ ●
ｲﾁｲ科 ｷｬﾗﾎ゙ｸ ●

ｶﾔ ●
ﾔﾏﾓﾓ科 ﾔﾏﾓﾓ ● ●
ｸﾙﾐ科 ｵﾆｸ゙ﾙﾐ ●

ｼﾅｻﾜｸ゙ﾙﾐ ●
ﾔﾅｷ゙科 ｼﾀ゙ﾚﾔﾅｷ゙ ● ●

ﾊ゙ｯｺﾔﾅｷ゙ ●
ｱｶﾒﾔﾅｷ゙ ●

ｶﾊ゙ﾉｷ科 ﾊﾝﾉｷ ● ● ●
ｱｶｼﾃ゙ ● ● ●
ｲﾇｼﾃ゙ ● ●

ﾌ゙ﾅ科 ｸﾘ ●
ｽﾀ゙ｼ゙ｲ ● ● ● ●
ﾏﾃﾊ゙ｼｲ ● ● ●
ｸﾇｷ゙ ● ●
ｶｼﾜ ●
ｱﾗｶｼ ●
ｼﾗｶｼ ● ● ● ● ●
ｳﾊ゙ﾒｶ゙ｼ ● ● ● ●
ｺﾅﾗ ● ● ● ●

ﾆﾚ科 ﾑｸﾉｷ ● ● ● ● ● ●
ｴﾉｷ ● ● ● ● ● ●
ｱｷﾆﾚ ● ● ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾆﾚ科) ｹﾔｷ ● ● ● ● ● ●
ｸﾜ科 ﾋﾒｺｳｿ゙ ●

ｸﾜｸｻ ● ●
ｲﾇﾋ゙ﾜ ● ●
ｶﾅﾑｸ゙ﾗ ● ●
ﾔﾏｸ゙ﾜ ● ● ● ● ● ●

ｲﾗｸｻ科 ﾔﾌ゙ﾏｵ ● ●
ｶﾗﾑｼ ● ●
ﾐｽ゙ ●
ｱｵﾐｽ゙ ● ●

ｸﾜ科 ｲﾁｼ゙ｸ ●
ﾀﾃ゙科 ﾐｽ゙ﾋｷ ● ● ●

ｷ゙ﾝﾐｽ゙ﾋｷ ● ●
ﾔﾅｷ゙ﾇｶﾎ゙ ●
ｵｵｲﾇﾀﾃ゙ ● ●
ｲﾇﾀﾃ゙ ● ● ● ● ● ●
ﾊﾅﾀﾃ゙ ● ● ● ●
ﾎ゙ﾝﾄｸﾀﾃ゙ ● ●
ﾂﾙﾄ゙ｸﾀ゙ﾐ ●
ﾐﾁﾔﾅｷ゙ ● ●
ｲﾀﾄ゙ﾘ ● ● ●
ｱﾚﾁｷ゙ｼｷ゙ｼ ● ●
ｷ゙ｼｷ゙ｼ ● ● ●
ﾋﾒﾂﾙｿﾊ゙ ●
ｴｿ゙ﾉｷ゙ｼｷ゙ｼ ●
ｷ゙ｼｷ゙ｼの一種 ●

ﾔﾏｺ゙ﾎ゙ｳ科 ﾖｳｼｭﾔﾏｺ゙ﾎ゙ｳ ● ● ● ● ● ●
ｵｼﾛｲﾊ゙ﾅ科 ｵｼﾛｲﾊ゙ﾅ ● ● ●
ｽﾍ゙ﾘﾋﾕ科 ｽﾍ゙ﾘﾋﾕ ● ●

ﾊｾ゙ﾗﾝ ● ● ●
ﾅﾃ゙ｼｺ科 ﾉﾐﾉﾂﾂ゙ﾘ ●

ｵﾗﾝﾀ゙ﾐﾐﾅｸ゙ｻ ● ● ●
ﾂﾒｸｻ ● ● ●
ｳｼﾊｺﾍ゙ ● ● ● ●
ｺﾊｺﾍ゙ ● ● ●
ﾐﾄ゙ﾘﾊｺﾍ゙ ●
ﾊｺﾍ゙属の一種 ●

ｱｶｻ゙科 ｼﾛｻ゙ ● ●
ｹｱﾘﾀｿｳ ●
ｺｱｶｻ゙ ●
ｱｶｻ゙ ●

ﾋﾕ科 ﾋｶｹ゙ｲﾉｺｽ゙ﾁ ● ● ● ●
ﾋﾅﾀｲﾉｺｽ゙ﾁ ● ● ● ● ● ●
ｲﾇﾋ゙ﾕ ● ● ● ●

ﾓｸﾚﾝ科 ﾕﾘﾉｷ ● ● ●
ｺﾌ゙ｼ ● ● ● ● ●
ｼﾓｸﾚﾝ ●

ﾏﾂﾌ゙ｻ科 ｻﾈｶｽ゙ﾗ ● ●
ｼｷﾐ科 ｼｷﾐ ●
ﾛｳﾊ゙ｲ科 ｿｼﾝﾛｳﾊ゙ｲ ●
ｸｽﾉｷ科 ｸｽﾉｷ ● ● ●

ﾔﾌ゙ﾆｯｹｲ ● ●
ｹ゙ｯｹｲｼ゙ｭ ●
ﾔﾏｺｳﾊ゙ｼ ● ●
ｸﾛﾓｼ゙ ●
ｼﾛﾀ゙ﾓ ● ● ● ● ●
ｱﾌ゙ﾗﾁｬﾝ ●

ｶﾂﾗ科 ｶﾂﾗ ● ●
ｷﾝﾎ゚ｳｹ゙科 ﾆﾘﾝｿｳ ●

ﾋﾒｳｽ゙ ●

文献１

科名 種名
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表－３ 確認された植物(2/5)

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ｷﾝﾎ゚ｳｹ゙科) ｴﾝｺｳｿｳ ●
ｺﾎ゙ﾀﾝﾂ゙ﾙ ● ●
ｾﾘﾊ゙ﾋｴﾝｿｳ ●
ｳﾏﾉｱｼｶ゙ﾀ ●
ｷﾂﾈﾉﾎ゙ﾀﾝ ● ●
ﾋﾒﾘｭｳｷﾝｶ ●

ﾒｷ゙科 ﾒｷ゙ ●
ｲｶﾘｿｳ ●
ﾎｿﾊ゙ﾋｲﾗｷ゙ﾅﾝﾃﾝ ● ●
ﾋｲﾗｷ゙ﾅﾝﾃﾝ ● ●
ﾅﾝﾃﾝ ● ● ● ●

ｱｹﾋ゙科 ｱｹﾋ゙ ● ●
ﾐﾂﾊ゙ｱｹﾋ゙ ● ● ●
ﾑﾍ゙ ●

ﾂﾂ゙ﾗﾌｼ゙科 ｱｵﾂﾂ゙ﾗﾌｼ゙ ●
ｽｲﾚﾝ科 ｺｳﾎﾈ ●

ｽｲﾚﾝ科の一種（園芸種） ●
ﾄ゙ｸﾀ゙ﾐ科 ﾄ゙ｸﾀ゙ﾐ ● ● ● ● ● ●

ﾊﾝｹ゙ｼｮｳ ●
ｾﾝﾘｮｳ科 ﾋﾄﾘｼｽ゙ｶ ●
ﾏﾀﾀﾋ゙科 ｷｳｲ ● ●
ﾂﾊ゙ｷ科 ｶﾝﾂﾊ゙ｷ ●

ﾔﾌ゙ﾂﾊ゙ｷ ● ● ● ●
ﾂﾊ゙ｷ ●
ｻｻ゙ﾝｶ ● ● ● ●
ｻｶｷ ●
ﾊﾏﾋｻｶｷ ●
ﾋｻｶｷ ● ● ●
ﾓｯｺｸ ● ●
ﾁｬﾉｷ ● ●

ｵﾄｷ゙ﾘｿｳ科 ﾋ゙ﾖｳﾔﾅｷ゙ ●
ｷﾝｼﾊ゙ｲ ● ●

ｹｼ科 ｷｹﾏﾝ ●
ｸｻﾉｵｳ ●
ﾑﾗｻｷｹﾏﾝ ● ● ●
ｼﾗﾕｷｹ゙ｼ ●
ﾀｹﾆｸ゙ｻ ● ● ●
ﾅｶ゙ﾐﾋﾅｹ゙ｼ ● ●

ｱﾌ゙ﾗﾅ科 ｱﾌ゙ﾗﾅ ●
ｲﾇｶｷﾈｶ゙ﾗｼ ●
ｲﾇｶ゙ﾗｼ ● ● ● ● ●
ｲﾇﾅｽ゙ﾅ ●
ｵｵﾊ゙ﾀﾈﾂｹﾊ゙ﾅ ●
ｵﾗﾝﾀ゙ｶ゙ﾗｼ ● ●
ｶｷﾈｶ゙ﾗｼ ●
ｼｮｶﾂｻｲ ● ●
ﾀﾈﾂｹﾊ゙ﾅ ● ● ●
ﾅｽ゙ﾅ ● ●
ﾐﾁﾀﾈﾂｹﾊ゙ﾅ ●
ﾒｷｼｺﾏﾝﾈﾝｸ゙ｻ ●

ﾏﾝｻｸ科 ﾋｭｳｶ゙ﾐｽ゙ｷ ● ●
ﾄｻﾐｽ゙ｷ ● ● ●
ﾏﾝｻｸ ●

ﾍ゙ﾝｹｲｿｳ科 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸ゙ｻ ●
ﾕｷﾉｼﾀ科 ｳﾂｷ゙ ● ●

ﾋﾒｳﾂｷ゙ ●
ｱｼ゙ｻｲ ● ● ● ●
ｶ゙ｸｱｼ゙ｻｲ ● ●
ﾔﾏｱｼ゙ｻｲ ●
ﾕｷﾉｼﾀ ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

ﾄﾍ゙ﾗ科 ﾄﾍ゙ﾗ ●
ﾊ゙ﾗ科 ｲﾄｻ゙ｸﾗ ●

ｲﾇｻ゙ｸﾗ ●
ｲﾌ゙ｷｼﾓﾂｹ ●
ｳｺﾝ ●
ｳﾒ ● ● ●
ｵｵｼﾏｻ゙ｸﾗ ●
ｵﾍﾋ゙ｲﾁｺ゙ ●
ｶｼ゙ｲﾁｺ゙ ●
ｶﾅﾒﾓﾁ ●
ｶﾏﾂｶ ●
ｷﾝﾐｽ゙ﾋｷ ● ● ●
ｸｻｲﾁｺ゙ ●
ｸｻﾎ゙ｹ ● ●
ｺｺ゙ﾒｳﾂｷ゙ ● ● ●
ｺﾃ゙ﾏﾘ ● ● ●
ｻﾄｻ゙ｸﾗ ●
ｼｬﾘﾝﾊ゙ｲ ● ●
ｼﾛﾔﾏﾌ゙ｷ ●
ｿﾒｲﾖｼﾉ ● ● ● ● ● ●
ﾀﾁﾊ゙ﾅﾓﾄ゙ｷ ●
ﾄｻｼﾓﾂｹ ●
ﾅｶ゙ﾊ゙ﾓﾐｼ゙ｲﾁｺ゙ ●
ﾅﾜｼﾛｲﾁｺ゙ ●
ﾉｲﾊ゙ﾗ ●
ﾊ゙ﾗｲﾁｺ゙ ●
ﾋ゙ﾜ ● ● ●
ﾍﾋ゙ｲﾁｺ゙ ● ● ● ● ●
ﾎ゙ｹ ● ● ●
ﾐﾂﾊ゙ﾂﾁｸ゙ﾘ ●
ﾓﾐｼ゙ｲﾁｺ゙ ●
ﾓﾓ ●
ﾔｴﾔﾏﾌ゙ｷ ●
ﾔﾌ゙ﾍﾋ゙ｲﾁｺ゙ ● ●
ﾔﾏｻ゙ｸﾗ ● ● ●
ﾔﾏﾌ゙ｷ ● ● ● ● ●
ﾕｷﾔﾅｷ゙ ● ● ● ●
ﾄｷﾜｻﾝｻ゙ｼ属の一種 ●

ﾏﾒ科 ﾔﾌ゙ﾏﾒ ● ●
ﾊﾅｽ゙ｵｳ ● ●
ﾇｽﾋ゙ﾄﾊｷ゙ ●
ﾉｻｻｹ゙ ●
ﾔﾏﾊｷ゙ ●
ﾈｺﾊｷ゙
ｲﾇｴﾝｼ゙ｭ ●
ｸｽ゙ ● ●
ﾊﾘｴﾝｼ゙ｭ ● ● ● ●
ｴﾝｼ゙ｭ ● ● ● ●
ｼﾛﾂﾒｸｻ ● ● ●
ﾔﾊｽ゙ｴﾝﾄ゙ｳ ● ●
ｽｽ゙ﾒﾉｴﾝﾄ゙ｳ ●
ﾌｼ゙ ● ● ● ● ●

ｶﾀﾊ゙ﾐ科 ｲﾓｶﾀﾊ゙ﾐ ●
ｶﾀﾊ゙ﾐ ● ● ● ● ● ●
ｱｶｶﾀﾊ゙ﾐ ● ●
ﾑﾗｻｷｶﾀﾊ゙ﾐ ● ● ● ● ● ●

ﾌｳﾛｿｳ科 ｱﾒﾘｶﾌｳﾛ ● ●
ｹ゙ﾝﾉｼｮｳｺ ● ● ●

ﾄｳﾀ゙ｲｸ゙ｻ科 ｴﾉｷｸ゙ｻ ● ● ● ●
ｺﾆｼｷｿｳ ● ●

文献１

科名 種名
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表－３ 確認された植物(３/5)

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾄｳﾀ゙ｲｸ゙ｻ科) ｱｶﾒｶ゙ｼﾜ ● ● ● ● ● ●
ｺﾐｶﾝｿｳ ● ●

ﾕｽ゙ﾘﾊ科 ﾕｽ゙ﾘﾊ ● ●
ﾐｶﾝ科 ﾅﾂﾐｶﾝ ● ●

ｶﾗﾀﾁ ●
ｶﾗｽｻ゙ﾝｼｮｳ ●
ｻﾝｼｮｳ ●

ﾆｶ゙ｷ科 ﾆﾜｳﾙｼ ●
ﾆｶ゙ｷ ●

ｾﾝﾀ゙ﾝ科 ﾁｬﾝﾁﾝ ●
ｾﾝﾀ゙ﾝ ● ●

ｳﾙｼ科 ﾂﾀｳﾙｼ ●
ﾇﾙﾃ゙ ● ●
ﾊｾ゙ﾉｷ ● ●
ﾔﾏﾊｾ゙ ●
ﾔﾏｳﾙｼ ●

ｶｴﾃ゙科 ﾄｳｶｴﾃ゙ ● ● ● ● ●
ｲﾀﾔｶｴﾃ゙ ●
ｴﾝｺｳｶｴﾃ゙ ●
ｲﾛﾊﾓﾐｼ゙ ● ● ● ●

ﾑｸﾛｼ゙科 ﾑｸﾛｼ゙ ●
ﾄﾁﾉｷ科 ﾄﾁﾉｷ ● ● ●
ﾂﾘﾌﾈｿｳ科 ｷﾂﾘﾌﾈ ●
ﾓﾁﾉｷ科 ｲﾇﾂｹ゙ ● ● ● ●

ﾓﾁﾉｷ ● ●
ｳﾒﾓﾄ゙ｷ ●

ﾆｼｷｷ゙科 ﾂﾙｳﾒﾓﾄ゙ｷ ● ●
ﾆｼｷｷ゙ ●
ｺﾏﾕﾐ ●
ﾏｻｷ ● ● ●
ﾂﾘﾊ゙ﾅ ●
ﾏﾕﾐ ● ● ●

ﾐﾂﾊ゙ｳﾂｷ゙科 ｺ゙ﾝｽ゙ｲ ●
ﾂｹ゙科 ﾂｹ゙ ●

ﾌｯｷｿｳ ●
ﾌ゙ﾄ゙ｳ科 ﾉﾌ゙ﾄ゙ｳ ● ● ●

ﾔﾌ゙ｶ゙ﾗｼ ● ● ● ● ● ●
ｴﾋ゙ﾂ゙ﾙ ●
ﾂﾀ ● ● ● ●

ｱｵｲ科 ﾌﾖｳ ●
ﾑｸｹ゙ ● ● ● ●
ｾ゙ﾆﾊ゙ｱｵｲ ●

ｱｵｷ゙ﾘ科 ｱｵｷ゙ﾘ ● ●
ｼ゙ﾝﾁｮｳｹ゙科 ｼ゙ﾝﾁｮｳｹ゙ ●
ｸ゙ﾐ科 ﾅﾂｸ゙ﾐ ● ●

ﾅﾜｼﾛｸ゙ﾐ ● ●
ｲｲｷ゙ﾘ科 ｲｲｷ゙ﾘ ● ● ● ● ●
ｽﾐﾚ科 ﾀﾁﾂﾎ゙ｽﾐﾚ ● ● ● ● ●

ｺｽﾐﾚ ●
ﾏﾙﾊ゙ｽﾐﾚ ● ● ●
ｽﾐﾚ ● ●
ﾆｵｲｽﾐﾚ ●
ﾂﾎ゙ｽﾐﾚ ● ●
ｱﾒﾘｶｽﾐﾚｻｲｼﾝ ●

ｳﾘ科 ｱﾏﾁｬﾂ゙ﾙ ● ● ●
ｱﾚﾁｳﾘ ●
ｶﾗｽｳﾘ ● ● ● ● ●
ｷｶﾗｽｳﾘ ● ●

ﾐｿﾊｷ゙科 ｻﾙｽﾍ゙ﾘ ● ● ●
ｱｶﾊ゙ﾅ科 ﾐｽ゙ﾀﾏｿｳ ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ｱｶﾊ゙ﾅ科) ｱｶﾊ゙ﾅ ●
ｺﾏﾂﾖｲｸ゙ｻ ●
ﾕｳｹ゙ｼｮｳ ●

ｱﾘﾉﾄｳｸ゙ｻ科 ｵｵﾌｻﾓ ●
ﾐｽ゙ｷ科 ｱｵｷ ● ● ● ● ● ●

ﾊﾅﾐｽ゙ｷ ● ● ●
ﾐｽ゙ｷ ● ● ●
ｸﾏﾉﾐｽ゙ｷ ●
ｻﾝｼｭﾕ ●

ｳｺｷ゙科 ｳﾄ゙ ●
ﾀﾗﾉｷ ●
ﾔﾂﾃ゙ ● ● ● ● ● ●
ｷﾂ゙ﾀ ● ● ● ● ●
ﾊﾘｷ゙ﾘ ●

ｾﾘ科 ｱｼﾀﾊ゙ ●
ﾐﾂﾊ゙ ● ●
ﾉﾁﾄ゙ﾒ ●
ﾁﾄ゙ﾒｸ゙ｻ ● ● ● ● ●
ｾﾘ ● ● ●
ﾔﾌ゙ﾆﾝｼ゙ﾝ ● ●

ﾂﾂｼ゙科 ﾄ゙ｳﾀ゙ﾝﾂﾂｼ゙ ● ● ●
ｱｾﾋ゙ ● ● ●
ｻﾂｷ ● ●
ﾘｭｳｷｭｳﾂﾂｼ゙ ●
ｷﾘｼﾏﾂﾂｼ゙ ●
ｸﾙﾒﾂﾂｼ゙ ● ● ●
ﾔﾏﾂﾂｼ゙ ● ●
ｵｵﾑﾗｻｷ ● ● ● ●
ﾋﾗﾄ゙ﾂﾂｼ゙ ●
ﾂﾂｼ゙科の一種（園芸種） ●

ﾔﾌ゙ｺｳｼ゙科 ﾏﾝﾘｮｳ ● ● ● ●
ｻｸﾗｿｳ科 ｺﾅｽﾋ゙ ● ● ● ● ●
ｶｷﾉｷ科 ｶｷﾉｷ ● ● ● ●
ｴｺ゙ﾉｷ科 ｴｺ゙ﾉｷ ● ● ● ●

ﾊｸｳﾝﾎ゙ｸ ● ●
ﾊｲﾉｷ科 ｻﾜﾌﾀｷ゙ ● ●
ﾓｸｾｲ科 ﾚﾝｷ゙ｮｳ ● ● ●

ｼﾅﾚﾝｷ゙ｮｳ ● ● ●
ﾁｮｳｾﾝﾚﾝｷ゙ｮｳ ●
ﾄﾈﾘｺ ●
ｱｵﾀ゙ﾓ ●
ﾈｽ゙ﾐﾓﾁ ● ●
ﾄｳﾈｽ゙ﾐﾓﾁ ● ● ● ● ● ●
ｲﾎ゙ﾀﾉｷ ● ● ● ●
ﾋｲﾗｷ゙ﾓｸｾｲ ● ● ●
ｷﾝﾓｸｾｲ ● ● ●
ﾋｲﾗｷ゙ ●
ﾑﾗｻｷﾊｼﾄ゙ｲ ●

ﾐﾂｶ゙ｼﾜ科 ｱｻｻ゙ ●
ｷｮｳﾁｸﾄｳ科 ｷｮｳﾁｸﾄｳ ●

ﾃｲｶｶｽ゙ﾗ ●
ﾂﾙﾆﾁﾆﾁｿｳ ●

ｶ゙ｶ゙ｲﾓ科 ｶ゙ｶ゙ｲﾓ
ｱｶﾈ科 ﾔｴﾑｸ゙ﾗ ● ● ● ● ● ●

ｸﾁﾅｼ ● ●
ﾊｼｶｸ゙ｻ ●
ﾍｸｿｶｽ゙ﾗ ● ● ● ● ●
ﾊｸﾁｮｳｹ゙ ●
ﾖﾂﾊ゙ﾑｸ゙ﾗ ●

ﾋﾙｶ゙ｵ科 ｺﾋﾙｶ゙ｵ ● ● ●

文献１

科名 種名
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表－３ 確認された植物(４/5)

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾋﾙｶ゙ｵ科) ﾋﾙｶ゙ｵ ● ● ● ●
ﾏﾙﾊ゙ｱｻｶ゙ｵ ● ●
ﾏﾙﾊ゙ﾙｺｳ ●

ﾑﾗｻｷ科 ﾊﾅｲﾊ゙ﾅ ●
ﾋﾚﾊﾘｿｳ ●
ｷｭｳﾘｸ゙ｻ ● ● ●

ｸﾏﾂﾂ゙ﾗ科 ｺﾑﾗｻｷ ● ●
ﾑﾗｻｷｼｷﾌ゙ ● ● ● ●
ﾎ゙ﾀﾝｸｻｷ゙ ●
ｸｻｷ゙ ● ● ●

ｱﾜｺ゙ｹ科 ｱﾜｺ゙ｹ ●
ﾐｽ゙ﾊｺﾍ゙

ｼｿ科 ｷﾗﾝｿｳ ●
ｼ゙ｭｳﾆﾋﾄｴ ●
ｲﾇﾄｳﾊ゙ﾅ ● ●
ｶｷﾄ゙ｵｼ ● ● ●
ﾎﾄｹﾉｻ゙ ● ●
ﾋﾒｵﾄ゙ﾘｺｿｳ ● ●
ｲﾇｺｳｼ゙ｭ ●
ｼｿ ● ●
ﾆｶ゙ｸｻ ● ●
ﾄｳﾊ゙ﾅ ●
ｵﾗﾝﾀ゙ﾊｯｶ ●
ｳﾂﾎ゙ｸ゙ｻ ●

ﾅｽ科 ｸｺ ● ●
ｲｶ゙ﾎｵｽ゙ｷ ●
ｾﾝﾅﾘﾎｵｽ゙ｷ ●
ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｵｽ゙ｷ ● ●
ﾜﾙﾅｽﾋ゙ ● ● ●
ﾋﾖﾄ゙ﾘｼ゙ｮｳｺ゙ ● ● ●
ｲﾇﾎｵｽ゙ｷ ● ●
ﾀﾏｻﾝｺ゙ ● ● ● ●
ｲﾇﾎｵｽ゙ｷ属の一種 ●

ｺ゙ﾏﾉﾊｸ゙ｻ科 ｳﾘｸｻ ● ●
ｱｾ゙ﾅ ●
ｱﾒﾘｶｱｾ゙ﾅ
ﾂﾀﾊ゙ｳﾝﾗﾝ ●
ﾄｷﾜﾊｾ゙ ● ● ● ●
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸ゙ﾘ ● ●
ｵｵｲﾇﾉﾌｸ゙ﾘ ● ● ●
ｶﾜﾁ゙ｼｬ

ｷﾂﾈﾉﾏｺ゙科 ｷﾂﾈﾉﾏｺ゙ ● ●
ﾊｴﾄ゙ｸｿｳ科 ﾊｴﾄ゙ｸｿｳ ● ●
ｵｵﾊ゙ｺ科 ｵｵﾊ゙ｺ ● ● ● ● ● ●

ﾄｳｵｵﾊ゙ｺ ●
ｽｲｶｽ゙ﾗ科 ﾊﾅｿ゙ﾉﾂｸﾊ゙ﾈｳﾂｷ゙ ● ● ●

ｳｸ゙ｲｽｶｸ゙ﾗ ● ● ●
ｽｲｶｽ゙ﾗ ● ● ● ●
ﾆﾜﾄｺ ● ● ● ●
ｶ゙ﾏｽ゙ﾐ ●
ｻﾝｺ゙ｼ゙ｭ ●
ﾊｺﾈｳﾂｷ゙ ● ●
ﾆｼｷｳﾂｷ゙ ●
ﾀﾆｳﾂｷ゙ ●

ｷｷｮｳ科 ﾎﾀﾙﾌ゙ｸﾛ ●
ｷｸ科 ﾉﾌ゙ｷ ●

ﾌ゙ﾀｸｻ ● ●
ｵｵﾌ゙ﾀｸｻ ●
ﾖﾓｷ゙ ● ● ● ● ●
ﾉｺﾝｷ゙ｸ ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

（ｷｸ科） ｼﾗﾔﾏｷ゙ｸ ● ●
ﾎｳｷｷ゙ｸ ● ●
ﾋﾛﾊﾎｳｷｷ゙ｸ ● ●
ｱﾒﾘｶｾﾝﾀ゙ﾝｸ゙ｻ ● ● ●
ﾔﾌ゙ﾀﾊ゙ｺ ● ● ● ● ●
ﾄｷﾝｿｳ ●
ｱﾚﾁﾉｷ゙ｸ ●
ｵｵｱﾚﾁﾉｷ゙ｸ ● ● ●
ﾍ゙ﾆﾊ゙ﾅﾎ゙ﾛｷ゙ｸ ●
ﾀｶｻﾌ゙ﾛｳ ● ●
ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌ゙ﾛｳ ● ●
ﾀ゙ﾝﾄ゙ﾎ゙ﾛｷ゙ｸ ●
ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷ゙ ● ● ● ●
ﾊﾙｼ゙ｵﾝ ● ● ● ● ●
ﾋﾖﾄ゙ﾘﾊ゙ﾅ ●
ﾂﾜﾌ゙ｷ ●
ﾊｷﾀ゙ﾒｷ゙ｸ ● ● ● ● ●
ﾊﾊｺｸ゙ｻ ●
ｱｷﾉﾊﾊｺｸ゙ｻ ●
ﾁﾁｺｸ゙ｻﾓﾄ゙ｷ ●
ｳﾗｼ゙ﾛﾁﾁｺｸ゙ｻ ● ● ● ●
ｲﾇｷｸｲﾓ ●
ｷﾂﾈｱｻ゙ﾐ ●
ｵｵｼ゙ｼﾊ゙ﾘ ●
ｲﾜﾆｶ゙ﾅ ●
ﾕｳｶ゙ｷ゙ｸ ●
ｶﾝﾄｳﾖﾒﾅ ● ●
ﾖﾒﾅ ●
ｱｷﾉﾉｹ゙ｼ ● ●
ﾔﾌ゙ﾀﾋ゙ﾗｺ ● ●
ﾌｷ ●
ｺｳｿ゙ﾘﾅ ●
ｾｲﾀｶｱﾜﾀ゙ﾁｿｳ ● ● ●
ｵﾆﾉｹ゙ｼ ● ● ●
ﾉｹ゙ｼ ● ● ● ●
ﾋﾒｼ゙ｮｵﾝ ● ● ● ●
ﾔﾌ゙ﾚｶ゙ｻ ● ●
ｼﾛﾊ゙ﾅﾀﾝﾎ゚ﾎ゚ ●
ｾｲﾖｳﾀﾝﾎ゚ﾎ゚ ● ● ● ● ●
ｶﾝﾄｳﾀﾝﾎ゚ﾎ゚ ● ●
ﾔｸｼｿｳ ●
ｵﾆﾀﾋ゙ﾗｺ ● ● ● ● ●
ｺｾﾝﾀ゙ﾝｸ゙ｻ ●
ﾆｶ゙ﾅ ●
ﾉﾎ゙ﾛｷ゙ｸ ●

ｵﾓﾀ゙ｶ科 ﾍﾗｵﾓﾀ゙ｶ
ｻｼ゙ｵﾓﾀ゙ｶ
ｵﾓﾀ゙ｶ科の一種 ●

ﾄﾁｶｶ゙ﾐ科 ｵｵｶﾅﾀ゙ﾓ ●
ﾋﾙﾑｼﾛ科 ｴﾋ゙ﾓ ●

ｱｲﾉｺｲﾄﾓ ●
ﾕﾘ科 ﾉﾋ゙ﾙ ● ● ●

ﾊﾗﾝ ●
ﾊﾅﾆﾗ ● ●
ﾄ゙ｲﾂｽｽ゙ﾗﾝ ●
ﾎｳﾁｬｸｿｳ ● ●
ﾔﾌ゙ｶﾝｿ゙ｳ ●
ﾉｶﾝｿ゙ｳ ●
ﾔﾏﾕﾘ ●
ﾔﾌ゙ﾗﾝ ● ● ●

文献１

科名 種名
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表－３ 確認された植物(５/5)

文献１：杉並区自然環境調査報告書(第 5次)

文献２：杉並区 河川の生物 第五次河川生物調査報告書

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ﾕﾘ科) ﾉｼﾗﾝ ●
ｼ゙ｬﾉﾋｹ゙ ● ● ● ● ●
ﾅｶ゙ﾊ゙ｼ゙ｬﾉﾋｹ゙ ●
ｵｵﾊ゙ｼ゙ｬﾉﾋｹ゙ ●
ｱﾏﾄ゙ｺﾛ ●
ｷﾁｼ゙ｮｳｿｳ ●
ｵﾓﾄ ● ●
ﾅｷ゙ｲｶﾀ゙ ●
ｻﾙﾄﾘｲﾊ゙ﾗ ● ●
ｼｵﾃ゙ ●
ﾔﾏｶｼｭｳ ●
ﾀｲﾜﾝﾎﾄﾄｷ゙ｽ ●
ﾋﾒﾔﾌ゙ﾗﾝ ●
ﾊﾀｹﾆﾗ ●

ﾋｶ゙ﾝﾊ゙ﾅ科 ﾋｶ゙ﾝﾊ゙ﾅ ● ● ●
ｽｲｾﾝ ●

ﾔﾏﾉｲﾓ科 ﾔﾏﾉｲﾓ ● ● ●
ﾋﾒﾄ゙ｺﾛ ●
ｵﾆﾄ゙ｺﾛ ● ● ● ●

ﾐｽ゙ｱｵｲ科 ﾎﾃｲｱｵｲ
ｱﾔﾒ科 ﾊﾅｼｮｳﾌ゙ ●

ｼｬｶ゙ ● ● ● ●
ｶｷﾂﾊ゙ﾀ ● ●
ｷｼｮｳﾌ゙ ● ● ●
ﾆﾜｾ゙ｷｼｮｳ ●
ﾋﾒﾋｵｵｷ゙ｽ゙ｲｾﾝ ●

ｲｸ゙ｻ科 ｲ ●
ｸｻｲ ● ●

ﾂﾕｸｻ科 ﾂﾕｸｻ ● ● ● ● ● ●
ﾔﾌ゙ﾐｮｳｶ゙ ● ● ● ●
ﾉﾊｶﾀｶﾗｸｻ ● ●

ｲﾈ科 ｶﾓｼ゙ｸ゙ｻ ● ● ● ●
ｱｵｶﾓｼ゙ｸ゙ｻ ●
ﾉﾊﾗｽｽ゙ﾒﾉﾃｯﾎ゚ｳ ●
ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ● ●
ｺﾌ゙ﾅｸ゙ｻ ●
ｺﾊ゙ﾝｿｳ ●
ｲﾇﾑｷ゙ ● ● ●
ﾉｶ゙ﾘﾔｽ ●
ｼ゙ｭｽ゙ﾀ゙ﾏ ●
ｶﾓｶ゙ﾔ ●
ﾒﾋｼﾊ゙ ● ● ● ● ● ●
ｺﾒﾋｼﾊ゙ ● ● ● ● ●
ｱｷﾒﾋｼﾊ゙ ● ●
ｲﾇﾋ゙ｴ ● ● ● ●
ｵﾋｼﾊ゙ ● ● ● ● ●
ｶｾ゙ｸｻ ● ● ● ●
ﾑｷ゙ｸｻ ● ●
ﾁｶ゙ﾔ ●
ﾈｽ゙ﾐﾑｷ゙ ● ●
ﾋﾒｱｼﾎ゙ｿ ● ● ●
ｱｼﾎ゙ｿ ● ● ●
ｻｻｶ゙ﾔ ●
ｵｷ゙
ｽｽｷ ● ●
ﾁﾁ゙ﾐｻ゙ｻ ● ● ● ● ●

文献１

科名 種名

文献２

善福
寺公
園

善福
寺川
緑地

和田
堀公
園

大宮
八幡

済美
山雑
木林

善福
寺川

(ｲﾈ科) ﾇｶｷﾋ゙ ●
ｵｵｸｻｷﾋ゙ ● ●
ｼﾏｽｽ゙ﾒﾉﾋｴ ● ● ●
ﾁｶﾗｼﾊ゙ ● ● ●
ｸｻﾖｼ ● ●
ﾖｼ ● ●
ﾓｳｿｳﾁｸ ● ●
ｱｽ゙ﾏﾈｻ゙ｻ ● ● ● ● ●
ｽｽ゙ﾒﾉｶﾀﾋ゙ﾗ ● ● ● ● ●
ｲﾁｺ゙ﾂﾅｷ゙ ● ● ●
ｸﾏｻ゙ｻ ● ●
ｴﾉｺﾛｸ゙ｻ ● ● ● ●
ｵｶﾒｻ゙ｻ ●
ｾｲﾊ゙ﾝﾓﾛｺｼ ● ●
ﾏｺﾓ ● ●
ﾄﾀ゙ｼﾊ゙ ●
ｺｽｽ゙ﾒｶ゙ﾔ ●
ｻﾔﾇｶｸ゙ｻ ●
ｹﾁﾁ゙ﾐｻ゙ｻ ●
ｷﾋ゙ ●
ｽｽ゙ﾒﾉﾋｴ ●
ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸ゙ｻ ●
ﾑﾗｻｷｴﾉｺﾛ ●
ﾑﾗｻｷﾈｽ゙ﾐﾉｵ ●
ｼﾊ゙ ●
ｺｳﾗｲｼﾊ゙ ●

ﾔｼ科 ｼｭﾛ ● ● ● ● ● ●
ｻﾄｲﾓ科 ｾｷｼｮｳ ● ● ●

ﾑｻｼｱﾌ゙ﾐ ●
ｶﾗｽﾋ゙ｼｬｸ ● ●

ｳｷｸｻ科 ｱｵｳｷｸｻ ●
ﾐｸﾘ科 ﾅｶ゙ｴﾐｸﾘ

ﾐｸﾘ属の一種 ●
ｶ゙ﾏ科 ｶ゙ﾏ

ｶ゙ﾏ属の一種 ●
ｶﾔﾂﾘｸ゙ｻ科 ｱｵｽｹ゙ ● ● ●

ﾏｽｸｻ ● ● ●
ｼ゙ｭｽ゙ｽｹ゙ ●
ﾋｶｹ゙ｽｹ゙ ●
ﾅｷﾘｽｹ゙ ● ●
ｺ゙ｳｿ ●
ﾋﾒｸｸ゙ ● ●
ﾀﾏｶ゙ﾔﾂﾘ ●
ﾒﾘｹﾝｶ゙ﾔﾂﾘ ●
ﾏﾂﾊ゙ｲ
ﾌﾄｲ ●
ｶﾔﾂﾘｸ゙ｻ ●
ｶﾜﾗｽｶ゙ﾅ ●
ｻﾝｶｸｲ ●
ｽｹ゙属の一種 ●

ﾗﾝ科 ｼﾗﾝ ●
ｴﾋ゙ﾈ ●
ｷ゙ﾝﾗﾝ ●
ｷﾝﾗﾝ ●
ｼｭﾝﾗﾝ ●
ﾈｼ゙ﾊ゙ﾅ ●

文献１

科名 種名
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資料３

＜善福寺川で確認された鳥類＞

「杉並区自然環境調査(第 5次)」のルートセンサス調査結果 (調査期間平成18年 4

月～平成19年 3 月) における善福寺川及び周辺で確認された鳥類を表－４に示した。

表－４ 確認された鳥類

科名 種名

和
田
堀
公
園

済
美
公
園
と
そ
の
周
辺

善
福
寺
川
緑
地

善
福
寺
公
園

科名 種名

和
田
堀
公
園

済
美
公
園
と
そ
の
周
辺

善
福
寺
川
緑
地

善
福
寺
公
園

カイツブリ カイツブリ ● （セキレイ） ハクセキレイ ● ● ● ●

ウ カワウ ● セグロセキレイ ●

サギ ゴイサギ ● ヒヨドリ ヒヨドリ ● ● ● ●

ダイサギ ● ツグミ ジョウビタキ ● ●

チュウサギ ● アカハラ ●

コサギ ● シロハラ ● ● ● ●

アオサギ ● ツグミ ● ● ●

カモ オシドリ ● ウグイス ウグイス ● ●

マガモ ● ムシクイ類 ●

カルガモ ● ● ● エナガ エナガ ●

コガモ ● ● シジュウカラ ヤマガラ ●

オナガガモ ● シジュウカラ ● ● ● ●

キンクロハジロ ● メジロ メジロ ● ● ● ●

スズガモ ● ホオジロ アオジ ● ● ●

タカ オオタカ ● ● アトリ カワラヒワ ● ● ● ●

ハヤブサ チョウゲンボウ ● シメ ● ●

クイナ バン ● ハタオリドリ スズメ ● ● ●

ハト キジバト ● ● ● ムクドリ ムクドリ ● ● ● ●

カワセミ カワセミ ● カラス オナガ ● ● ● ●

キツツキ コゲラ ● ● ● ● ハシボソガラス ●

ツバメ ツバメ ● ● ● ハシブトガラス ● ● ●

セキレイ キセキレイ ● ●
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資料４

＜善福寺川で確認されたトンボ類＞

「杉並区自然環境調査(第 5 次)」の昆虫類調査結果(調査期間平成 14 年～平成 19

年 5月)における善福寺川及び周辺で確認されたトンボ類を表－５に示した。

表－５ 確認されたトンボ類

科名 種名 科名 種名

イトトンボ クロイトトンボ エゾトンボ オオヤマトンボ

キイトトンボ トンボ ショウジョウトンボ

アジアイトトンボ シオカラトンボ

アオモンイトトンボ シオヤトンボ

モノサシトンボ モノサシトンボ オオシオカラトンボ

アオイトトンボ ホソミオツネントンボ ウスバキトンボ

アオイトトンボ コシアキトンボ

オオアオイトトンボ チョウトンボ

カワトンボ ハグロトンボ コノシメトンボ

サナエトンボ ウチワヤンマ ナツアカネ

オナガサナエ アキアカネ

オニヤンマ オニヤンマ ノシメトンボ

ヤンマ クロスジギンヤンマ マイコアカネ

ギンヤンマ ミヤマアカネ

ヤブヤンマ
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資料５

＜善福寺川で確認されたバッタ類＞

「杉並区自然環境調査(第 5次)」の昆虫類調査結果(調査期間平成14年 1 月～平成

19年 5 月)における善福寺川及び周辺で確認されたバッタ類を表－６に示した。

表－６ 確認されたバッタ類

科名 種名 科名 種名

コオロギ ハラオカメコオロギ (キリギリス) ヤブキリ

ミツカドコオロギ クビキリギス

シバスズ クサキリ

マダラスズ カヤキリ

エンマコオロギ ハヤシノウマオイ

ツヅレサセコオロギ ハタケノウマオイ

クサヒバリ キンヒバリ オンブバッタ オンブバッタ

クサヒバリ バッタ ショウリョウバッタ

マツムシ アオマツムシ トノサマバッタ

カネタタキ カネタタキ クルマバッタモドキ

カンタン カンタン コバネイナゴ

キリギリス セスジツユムシ ハラヒシバッタ

サトクダマキモドキ
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資料６

＜善福寺川で確認されたチョウ類＞

「杉並区自然環境調査(第 5次)」の昆虫類調査結果(調査期間平成14年 1 月～平成

19年 5 月)における善福寺川及び周辺で確認されたチョウ類を表－７に示した。

表－７ 確認されたチョウ類

科名 種名 科名 種名

セセリチョウ ダイミョウセセリ （シジミチョウ） ベニシジミ

イチモンジセセリ ムラサキツバメ

チャバネセセリ ムラサキシジミ

キマダラセセリ トラフシジミ

アゲハチョウ ジャコウアゲハ ヤマトシジミ

アオスジアゲハ ウラギンシジミ

カラスアゲハ テングチョウ テングチョウ

モンキアゲハ タテハチョウ コムラサキ

キアゲハ ミドリヒョウモン

ナガサキアゲハ ツマグロヒョウモン

クロアゲハ ヒメアカタテハ

ナミアゲハ ウラギンヒョウモン

シロチョウ ツマキチョウ ゴマダラチョウ

モンキチョウ ルリタテハ

キチョウ コミスジ

スジグロシロチョウ ヒオドシチョウ

モンシロチョウ キタテハ

シジミチョウ ルリシジミ アカタテハ

ツバメシジミ ジャノメチョウ ヒカゲチョウ

アカシジミ コジャノメ

ウラナミシジミ ヒメジャノメ

ベニシジミ サトキマダラヒカゲ

ムラサキツバメ ヒメウラナミジャノメ
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資料７

＜善福寺川で確認された魚類＞

「杉並区 河川の生物 第5次河川生物調査」の魚類調査結果(調査期間平成16 年

8月及び 10月)において、善福寺川及び周辺で確認された魚類を表－８に示した。

表－８ 確認された魚類

科 種名

コイ コイ

ギンブナ

オイカワ

ヌマムツ

モツゴ

タモロコ

ドジョウ ドジョウ

メダカ ヒメダカ

サンフィッシュ ブルーギル

ハゼ ウキゴリ

トウヨシノボリ
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資料８

＜善福寺川の水質＞

「善福寺川定期河川水質調査」から、過去５年間の水質調査結果を図－10、図－11

及び表－９に示した。調査は、井荻橋、堀ノ内橋（資料１・図－９参照）の２地点で

年４回実施している。

図－10 善福寺川 ＤＯの経年変化

※ DO（溶存酸素量）： 水中に溶け込んでいる酸素の量。汚染の度合いが高い河川は、汚染を
分解する微生物などによって水中の酸素が消費され、溶け込んでいる酸素の量が少なくなる。

汚染に比較的強いと言われるコイやフナ等でも、５mg／ℓ以上必要とされる。

図－11 善福寺川 ＢＯＤの経年変化

※ BOD（生物化学的酸素要求量）： 水中の汚染物質が微生物によって分解される際に必要と
される酸素量をもって表したもの。BODが高くなれば、水中の溶存酸素は減少し水生生物
に悪影響を与える。一般的に人的汚染の無いきれいな河川の BODは１mg／ℓ以下である。
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平成 16年度河川水質調査結果

平成 17年度河川水質調査結果

平成 18年度河川水質調査結果

平成 19年度河川水質調査結果

平成 20年度河川水質調査結果

表－９ 善福寺川河川定期水質調査結果（平成 16～20年度）
※ 生活環境の保全に関する環境基準は、水素イオン濃度（ｐH）が 6.5以上 8.5以下、生物
化学的酸素要求量（BOD）が 5mg/ℓ以下、浮遊物質量（SS）が 50mg/ℓ以下、溶存酸素量
（DO）が 5mg/ℓ以上となっている。

水温 透視度 pH DO BOD COD SS MBAS NH4-N T-N PO4-P T-P Cℓ-
℃ cm mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ

5月22日 18.5 >100 6.9 7.7 0.6 2.0 2 <0.05 <0.1 6.8 0.05 0.07 20
9月4日 19.8 >100 6.2 7.8 0.8 1.2 1 <0.05 <0.1 7.4 0.06 0.07 19
11月13日 15.9 >100 6.4 8.9 0.9 2.3 2 <0.05 <0.1 7.4 0.06 0.07 19
2月12日 13.4 >100 6.6 10.4 0.6 2.1 2 <0.05 <0.1 9.1 0.08 0.08 25
5月22日 20.6 16 7.2 8.8 5.5 11 70 <0.05 0.1 7.3 0.06 0.19 18
9月4日 21.8 >100 6.7 10.9 1.1 1.7 4 <0.05 <0.1 6.4 0.01 0.03 17
11月13日 14.1 70 7.3 10.7 1.3 1.5 4 <0.05 <0.1 6.6 0.03 0.03 15
2月12日 9.9 >100 7.5 12.1 0.7 1.5 2 <0.05 <0.1 6.9 0.02 0.02 19

井荻橋

堀ノ内橋

採水地点 採水月日

水温 透視度 pH DO BOD COD SS MBAS NH4-N T-N PO4-P T-P Cℓ-

℃ cm mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ

5月13日 17.5 87 6.7 8.8 0.9 2.7 3 <0.05 <0.1 5.8 0.05 0.09 22

9月9日 21.2 95 6.6 7.5 1 3.1 3 <0.05 <0.1 6.9 0.1 0.12 26
11月11日 16.3 >100 6.4 8.4 1.1 2.2 3 <0.05 <0.1 8.5 0.06 0.09 23
2月9日 13.2 >100 6.5 9.5 0.5 1.9 2 <0.05 0.1 8.5 0.05 0.09 24
5月13日 20.2 57 7.7 10.3 2 5.2 6 <0.05 <0.1 5.3 0.01 0.07 19
9月9日 26.4 >100 8.9 14.7 2.1 4.1 1 <0.05 <0.1 5 0.04 0.07 21
11月11日 16.4 >100 7.5 10.5 0.8 1.7 2 <0.05 <0.1 7.4 0.02 0.05 21
2月9日 9.4 >100 8 13.6 1.2 1.7 1 <0.05 <0.1 8 0.01 0.02 21

井荻橋

堀ノ内橋

採水地点 採水月日

水温 透視度 pH DO BOD COD SS MBAS NH4-N T-N PO4-P T-P Cℓ-

℃ cm mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ

5月19日 19.3 >100 6.6 11.1 1.1 2.5 1 <0.05 <0.1 6.2 0.01 0.02 14
9月15日 19.3 >100 6.6 8.8 1.1 1.7 2 <0.05 <0.1 7.1 <0.01 0.04 15
11月10日 16.4 >100 6.5 9.3 0.9 0.7 2 <0.05 <0.1 7.7 0.01 0.02 15
2月9日 11.3 100 6 9.8 0.7 3.6 3 <0.05 <0.1 8.8 0.05 0.06 37
5月19日 22.8 >100 8.5 13.1 2.8 8.8 4 <0.05 <0.1 5.4 <0.01 0.04 16
9月15日 22.5 >100 9.4 16.6 1.6 3.6 3 <0.05 <0.1 6.4 <0.01 0.02 15
11月10日 14.1 >100 7.6 10.6 1.1 1.5 1 <0.05 <0.1 6.9 0.01 0.02 16
2月9日 7.8 >100 7.9 12.6 欠測 3.7 1 <0.05 <0.1 5.8 <0.01 0.02 24

採水月日

井荻橋

堀ノ内橋

採水地点

水温 透視度 pH DO BOD COD SS MBAS NH4-N T-N PO4-P T-P Cℓ-

℃ cm mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ
5月11日 18 >100 6.9 8.9 欠測 5 1 <0.05 <0.1 8.3 <0.01 0.04 26
9月14日 19.7 10 7.2 5.3 30 30 48 0.34 1.1 5.9 0.23 0.72 9
11月16日 15.4 69 6.5 7.8 1.9 2.7 4 <0.05 <0.1 7.1 0.07 0.10 28
2月1日 14.1 >100 6.7 10.0 <0.5 2.1 1 <0.05 <0.1 6.7 0.03 0.03 24
5月11日 21.2 >100 8.2 11 1.5 3.5 4 <0.05 <0.1 6.7 0.02 0.04 22
9月14日 20 15 7 3.7 48 24 53 0.27 1.6 5.9 0.31 0.53 12
11月16日 13.8 18 7.1 6.9 18 13 11 0.18 1.7 6.2 0.10 0.30 15
2月1日 11.0 40 7.7 11.8 0.7 2.2 12 <0.05 <0.1 6.9 <0.01 <0.01 20

井荻橋

堀ノ内橋

採水地点 採水月日

水温 透視度 pH DO BOD COD SS MBAS NH4-N T-N PO4-P T-P Cℓ-
℃ cm mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ mg/ℓ

5月24日 18.9 >100 6.7 9.7 1.0 2.7 1 <0.05 0.1 6.4 0.04 0.07 25
9月20日 19.6 >100 6.8 11.8 0.6 0.5 1 <0.05 <0.1 5.5 0.01 0.03 18
11月8日 16.0 >100 6.5 9.2 0.7 1.4 1 <0.05 <0.1 6.9 0.02 0.04 20
2月７日 12.0 >100 7.1 11.0 <0.5 2.4 1 <0.05 <0.1 6.0 0.03 0.05 27
5月24日 24.4 72 8.3 10.2 2.3 3.7 4 <0.05 0.1 5.6 0.03 0.06 20
9月20日 23.8 84 9.7 17.5 1.3 2.0 4 <0.05 <0.1 5.4 <0.01 0.01 18
11月8日 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測 欠測
2月７日 7.8 58 7.9 12.5 1.3 2.8 23 <0.05 <0.1 5.9 0.01 0.01 19

採水月日

井荻橋

堀ノ内橋

採水地点
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調査項目の概要

調査項目 説明 測定方法

透視度

水中の浮遊物質やコロイド状物質な

どによる濁りの程度を示す指標。見

える水深１cmを１度とする。

JIS K０１０２－ ９

水素イオン濃度（pH)
pHが７の時は中性で、それより大き

い時はアルカリ性、小さい時は酸性。 JIS K０１０２－１２．１

溶存酸素（DO）

水中に溶け込んでいる酸素の量。水

域での自浄作用、魚類などの生活に

不可欠。

JIS K０１０２－３２．１

生物化学的酸素要求量（BOD)

水中に存在する有機物が微生物に

よって安定化するために消費される

酸素量。

JIS K０１０２－２１

化学的酸素要求量（COD)

水中の被酸化性物質を酸化するの

に必要な酸素量。有機性汚濁の指

標。

JIS K０１０２－１７

浮遊物質量（SS)

水中に浮遊又は懸濁している粒子

状物質。 JIS K０１０２－１４．１

ﾒﾁﾚﾝﾌ゙ﾙー 活性物質（MBAS)

河川水中に陰イオン界面活性剤濃

度を示す項目で、メチレンブルー活

性物質という。

JIS K０１０２－３０．１

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素（NH４－N）

し尿や家庭下水中の有機物の分解

や工場排水が起因する。水質汚染

の有力な指標。

JIS K０１０２－４２．２

全窒素（T－N）

有機性窒素と無機性窒素の合計。富

栄養化の目安になる。 JIS K０１０２－４５．２

リン酸性リン（PO４－P）

家庭排水、し尿、工場排水、肥料な

ど人為的な汚染が原因。通常の下水

処理では残ってしまう。

JIS K０１０２－４６．１

全リン（T－P）
無機性リンと有機性リンの合計。富栄

養化の目安になる。 JIS K０１０２－４６．３

塩化物イオン（Cl－）

家庭排水、し尿、工場排水等の混入

など人為的汚染の有無を判断する

指標。

上水試験方法
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資料９




